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§１．研究成果の概要 

 
周期／非周期分離制御の開拓研究は，最適周期／非周期分離フィルタの理論構築，ロバスト周

期／非周期状態制御の理論構築，そして周期／非周期インタラクティブロボット開発・実装，で構

成されている．このうち 2021 年度は，最適周期／非周期分離フィルタの理論構築において，準周

期性と準非周期性の定義を確立し，周期／非周期分離フィルタの高次化とカルマンフィルタとの統

合を達成した．ロバスト周期／非周期状態制御の理論構築において，周期外乱の周期変動にロバ

ストな周期外乱オブザーバを実現した．さらに，周期／非周期インタラクティブロボット開発・実装に

おいて 12 自由度を有する多自由度ロボットを開発した． 
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